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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：Junキナーゼの基礎活性を阻害する。上皮成長因子（EGF）によって負に制御される。過剰発現すると、ERK1/ERK2およびJNK/SAPKを活性化する可能性がある。,PTM：自己リン酸化。DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化される。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。STE Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 STE20 サブファミリー。,類似性: 1 つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,細胞内局在: 末梢細​​胞膜にも局在する。,サブユニット: 自己会合する。,組織特異性: 普遍的に低レベルで発現しており、末梢血白血球 (PBL)、胸腺、脾臓、腎臓、骨格筋、心臓、肝臓で高発現している。,触媒活性: ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能: Jun キナーゼの基礎活性を阻害する。上皮成長因子 (EGF) によって負に制御される。過剰発現すると、ERK1/ERK2 および JNK/SAPK を活性化する可能性がある。,PTM: 自己リン酸化される。DNA が損傷すると、おそらく ATM または ATR によってリン酸化される。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。STE Ser/Thr タンパク質キナーゼファミリー。 STE20 サブファミリー。,類似性: 1 つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,細胞内位置: 末梢細​​胞膜にも局在する。,サブユニット: 自己会合する。,組織特異性: 普遍的に低レベルで発現し、末梢血白血球 (PBL)、胸腺、脾臓、腎臓、骨格筋、心臓、肝臓で高レベルで発現する。,
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